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市民のみなさんとごみ拾い

ごみの状況を視察

主な活動内容

河原や海辺でのごみ拾い

プラスチックごみの状況調査

情報収集

プラごみ削減への啓発
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1.チーム発足のきっかけ

（１）2019.10.12 台風19号

令和元年東日本台風（令和元年台風第19号、アジア名：ハギビス/Hagibis）

2019年（令和元年）10月6日3時にマリアナ諸島の東海上で発生し、12日に日本

に上陸した台風である。関東地方や甲信地方、東北地方などで記録的な大雨と
なり、甚大な被害をもたらした。

神奈川県箱根町では、降り始めからの降水量が1,000ミリ
を超え、10月12日の日降水量も全国歴代1位となる922.5ミリ
を観測した。阿武隈川や千曲川の堤防が決壊するなど、
河川の氾濫、決壊が相次いだ。
死者・行方不明者が108人となり、21世紀の日本における
台風被害で最悪の規模となった。

出典: Wikipedia



台風19号の被害

千曲川の氾濫 mainichi.jp

常磐自動車道 sankei.com

川崎市高津区 asahi.com

箱根登山鉄道
mainichi.jp



小田原市内

• 狩川、山王川では溢水によ
り蓮正寺、飯田岡などで床
上・床下浸水が発生。

• 10月12日に62施設の避難所
が開設。過去最多の６７４
４人が避難

• 市内の負傷者は５人。

破損した小田原ちょうちん（小田原駅）
タウンニュース小田原・箱根・湯河原・真鶴版より



台風19号直後の

酒匂川の土手（蓮正寺付近）



台風19号直後の酒匂川



酒匂川狩川

台風19号直後の酒匂川



川

←１番上を歩く人からは草などで
ごみは見えづらい

3段の土手

ごみが帯状に堆積している



台風19号直後の酒匂川 報徳橋の下流（左岸）



台風19号直後の酒匂川 台風19号直後の酒匂川

栢山付近



台風19号直後の
酒匂川土手のごみの状況

マップデータ＠2019Google

８ｋｍ以上も
ごみの帯がつながっていた



右岸の河口台風19号直後の酒匂川



川から海へ流れたプラスチックごみは

『地球が危ない！プラスチックごみ』②日本にあふれるプラスチック（2019年 株式会社幸運社
協力：東京農工大学教授 高田秀重／WWFジャパン／公益財団法人かながわ海岸美化財団）より



プラスチックに吸着する
残留性有機汚染物質（POPs）

「プラスチックの時代からの脱却を」高田秀重（東京農工大学農学部環境資源科学科教授）http://pelletwatch.jp



マイクロプラスチックに含まれる
化学物質

「プラスチックの時代からの脱却を」高田秀重（東京農工大学農学部環境資源科学科教授）http://pelletwatch.jp



ＷＷＦジャパンＨＰより
https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/3776.html

マイクロプラスチック



海洋プラスチックごみ問題の現状
（環境省HPより）

・毎年約800万トンのプラスチックごみが海洋に流
出

・2050年には海洋中のプラスチックごみの重量が
魚の重量を超えるという試算も



（2）おだわら市民学校
令和元年度専門課程「自然を守り育てる」

小田原の豊かな自然環境は、清浄な水や空気をつくって私たちの生存を
支え、同時に多様な生態系を維持する基盤であるとともに、地域の経済
を担う生産基盤でもあります。

この講座を通じ、さまざまな環境問題の解決に向けて身近なことから考
え、行動を起こし、それを地域に伝え広めていくチカラを育みます。実
習を中心とした学びにより、多くの実践団体と交流し意見交換すること
で、小田原の自然環境の状況や課題を知り、受講後の具体的な関わり方
を見つけます。

出典：小田原市HP

1.チーム発足のきっかけ



2019.10.30

おだわら市民学校で呼びかけ



2019.11.09 酒匂川 蓮正寺付近（右岸）でのごみ拾い

3人で土手のプラごみを拾っ
た後、意見交換

チーム結成のきっかけに。



一般市民へ参加呼びかけ

ＵＭＥＣＯ
ボランティア掲示板
ポスター

facebook グループへ投稿
登録数1.6万人
当日来れなくても、

「シェア」で協力してく
れた人がたくさんいた

取材を依頼 → 紙面とWEBに記事掲載
次のごみ拾いの告知も入れてくれた

次の告知



2019.12.14、15 酒匂川河口（右岸）でのごみ拾い

２日間で、
41人が集まってくれた

150袋分の
ペットボトルや
発泡スチロール片を
回収できた！



実施前 実施後
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2.チームの発足

（１）チーム員募集と発足

2019.12.18

（仮称）

チーム最勝寺誕生



2.チームの発足

（２）チームメンバー、チーム名

ネーミング案

酒匂川からプラスチックの海を考える会

おだわらプラごみゼロプロジェクト

おだわらプラごみゼロの会

チームおだわらプラごみゼロ

プラごみゼロチームおだわら

ゼロプラスチック小田原の川と海の会

チーム ゼロプラ（スチック）ゴミ Odawara

小田原の海をプラごみから守る会

海と川のプラごみを減らす会

2020.02.01決定



チームコンセプト

小田原の豊かな海や川を
プラスチックごみから守り、

次の世代につなぐ

この活動を通して

SDGｓ
「No.14 海の豊かさを守る」

に貢献する



SDGs（Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標）

https://sdgs-support.or.jp/journal/sdgs/

２０１５年９月、ニューヨークの国連本部で「国連持続可能な開発サミット」
が開催された際「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための２０３０ア
ジェンダ」＝SDGsが採択されました。２０１６年〜２０３０年までの１５年
間で世界が達成すべきゴールを表したものです。
１７の目標と１６９のターゲットターゲットで構成されています。



https://sdgs-support.or.jp/journal/sdgs/

SDGs 目標14「海の豊かさを守ろう」

海の豊かさを守ることが、持続可能な地球環境保護や地域経済に大きな影響をもた
らしてくれる

〇水産資源が危ない
海の資源を持続的に維持できないほどに、世界の魚の３３％が穫られ過ぎています。
〇プラスチックで溢れる海

海洋中のマイクロプラスチックによる人間を含めた生態系全体への悪影響が問題と
されています。
〇サンゴ礁絶滅の危機
1980年代頃より世界各地で水温上昇よるサンゴの「白化現象」が確認され始めまし

た。二酸化炭素は地球温暖化だけでなく、「海の酸性化」を引き起こしてサンゴ礁
の絶滅にも関わっていたのです。



海洋ごみに関する国際的な動き （環境省HPより）

近年では、海洋プラスチックごみやマイクロプラスチックが生態系に与え
得る影響等について国際的に関心が高まり、世界全体で取り組まなければ
ならない地球規模の課題となっています。
2015年9月に国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」では、「2025年までに、海洋堆積物や富栄養化を含む、特に陸上活

動による汚染など、あらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減するこ
と」が持続可能な開発目標（SDGs）のターゲットの一つとして掲げられま
した。

神奈川県のプラごみゼロ宣言 （神奈川県HPより）

プラスチックによる海洋汚染が今、世界規模で大きな社会問題となってい
ます。2018年夏、鎌倉市由比ガ浜でシロナガスクジラの赤ちゃんが打ち上
げられ、胃の中からプラスチックごみが発見されました。
SDGs未来都市である神奈川県は、これを「クジラからのメッセージ」とし
て受け止め、持続可能な社会を目指すSDGsの具体的な取組として、深刻化
する海洋汚染、特にマイクロプラスチック問題に取り組みます。
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3.チームの活動
（１）ごみ拾い活動

実施日時 場所 参加者 備考

2020.01.19 AM 酒匂川河口（右岸） チーム5名、一般10名 50袋、不燃10袋

2020.02.02 PM 酒匂川支流（河口） チーム5名、一般1名 20袋、不燃5袋

2020.06.20 AM 酒匂川河口、海岸（右岸） チーム4名、一般41名 40袋、不燃15袋

2020.07.19 AM 富士見大橋周辺 雨天中止

2020.08.22 AM 酒匂川河口、海岸（右岸） チーム4名、一般39名 30袋、不燃15袋

2020.09.19 AM 酒匂川河口、海岸（右岸） チーム4名、一般17名 15袋、不燃15袋

2020.10.11    AM 酒匂川河口、海岸（右岸） 台風14号接近のため中止

2020.11.14 PM 酒匂川河口、海岸（右岸） チーム4名、一般30名 14袋、不燃3袋
（考えるごみ拾い）

2020.12.19 AM 小田原大橋（右岸） チーム4名、有志12名
ｺﾛﾅ拡大にてｲﾍﾞﾝﾄ延期

25袋、不燃7袋

その他 個人活動として 2020.03.15 富士道橋～富士見大橋など



2020.09.19 海岸（西湘バイパス下）



2020.06.20

酒匂川河口
（右岸）



3.チームの活動

（２）調査活動

調査日 場所

2020.03.19 御幸の浜～早川河口

2020.03.26 山王川河口～市立病院

2020.04.09 箱根板橋～塔ノ沢

2020.04.10 山王川河口～酒匂川河口

2020.04.12 富士見大橋～飯泉橋

2020.04.15 酒匂川河口～森戸川河口

2020.04.19 富士道橋～足柄紫水大橋

＊2021.1.8緊急事態宣言発出により現在チーム活動
を休止（1/16～の調査は個人活動）

新型コロナウイルスの感染状況をみながら、
メンバーが各地点を個人で調査し、
写真と文章で状況を共有



2/12森戸川河口付近
テトラポット内（昨年4月調査と同じ2019台風19号のごみ）
および河口付近海岸の凹み箇所に大量のプラごみ（2020
台風14号のごみか？）
テトラポットを移動する場合、安全面要注意。

右岸

左岸



2/17、20小田原大橋―ＪＲ鉄橋（右岸）
12/19に拾った場所に多くの枯草とプラご、みが漂着。1/15の大雨？上流の
川原の工事で溜まっていたゴミが流れが変わったことと合わせて流出した
かも？



台風19号から半年経過後の状況



2020.9.13 NPO法人湘南クリーンエイドフォーラム 主催

片瀬海岸「調べるビーチクリーン」

勉強のため参加

→「自分でもやってみよう！」

（３）海へ流れるプラスチックごみを根本的に減ら
すには？

https://www.facebook.com/syonan.cleanaid.forum/?__cft__%5b0%5d=AZV_1kFx5ZEtLdiA5mMWsi-1cM1Uq1CnGBF1yj5GtW2xaHmGO2BOC9TywCfEY0B6TLG5sT41wP6QQb_Vng3cm2ckl0TxRNu1vyIvNrfvLvo9Gkqm3JTqhw5RDXYejPsRGE5kbMX_LaDn3RxNlJwz3R4Q&__tn__=kK-R


2020.11.14 酒匂川河口（右岸）～海岸
オール・オーシャンラバーズ・ビーチクリーン2020参画企画として実施

“考えるごみ拾い”導入

【目的】

ごみ拾いによるごみの削減、実態改善だけではなく、気付く、
知る、事実認識しごみ削減の予防効果含め一回のゴミ拾い
の期待効果を拡大する



“考えるごみ拾い”

①みんなで海岸のごみ拾い

②ごみを用途ごとに仕分け

・生活用品
（梱包用の発泡スチロール、サンダル）

・レジャー用品（ボール、釣り糸、ルアー）

・農業や漁業の道具

・飲食系使い捨て容器など
（ペットボトル、トレイ、割り箸、お菓子の袋、おにぎりの袋）

・飲食以外の使い捨て容器（洗剤の容器、レジ袋）

③「なぜ捨てられたのか」「どうしたら減らせるのか」
考えて意見を出し合う



“考えるごみ拾い”

【内容】
〇ごみ拾いの結果から
・原因分析：漂着、ポイ捨て他・・・
・対策検討：どうしたら少なくなるか
・行動意識改善：人、自分の行動や工夫の共有
・影響拡散：近くの人にも教える促す

〇世の中の実態や対策状況・事例、根本改善研究や動きを紹
介し共有し考えることにより、意識行動改善や影響拡散を期待
しごみ拾いの効果を増幅させる。

どんなごみが
多いでしょうか？
それは、なぜだと
思いますか？



活動詳細＆ごみ拾いの告知など

https://www.facebook.comプラごみゼロチームおだわら

紹介動画

小田原市 市民力 No149（J:COMチャンネル小田原）
https://www.city.odawara.kanagawa.jp/movie/civicpower/

J:COMチャンネル小田原「ジモト応援！つながるNews （2020.06.18）

加入団体

おだわら環境志民ネットワーク会員
https://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/envi/environ/environmental-network/

チームメンバー募集中！
ご興味のある方は、ご連絡ください

topuragomi0@gmail.com

https://www.city.odawara.kanagawa.jp/movie/civicpower/
https://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/envi/environ/environmental-network/

